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論文内容要旨

 射精には。rgasmの際精液が後部尿道へ排出され(seminalemissi・n),ついで尿道

 周囲筋群の収縮が起り精液が外尿道口より射出される(ejacuiati。n)という2つの過程があ

 ると考えられている。これまでの文献によれば,射精の脊髄中枢は下部胸髄～上部腰髄にあるとい

 われ,その求心性刺激は陰部神経を経由し射精中枢を介してその遠心性刺激が胸腰部交感神経幹を

 経由すると推定されている。そこで今回,射精とそれを支配する末梢神経特に遠心路としての下腹

 神経を電気刺激し,同時に向神経薬剤を投与した場合におけるSemina」emiss」。nおよび

 ejacutati。nに対する影響について,後部尿道圧曲線ならびに精液量を中心として実験的に

 検討を加えた。

 実験材料および実験方法

 実験材料には15～20陶の青壮年期にある雄の雑種成犬を使用した。実験方法は下腹神経を切

 断しその末梢端を電気刺激してseminalemissi・nを起し,これによって生じた後部尿道

 圧の変動を後部尿道に挿入した尋6ポリエチレンチューブを電気圧力計に接続して記録した。また

 このチューブを通じ滴下する精液量を測定した。薬剤の投与方法は小径のカテーテルを大動脈分岐

 部直上部に挿入しこれより目的とする薬剤を1認の溶液にして注入した。使用薬剤はtetr・do-

 t。x量n(1～5r),phenylephnnehydr・ch1。rlde(10～30γ),meth・xamine

 hydr。ch!。ride(10～30r),is・pr・もせren⑪1hydr・ch!α〔iδe(1～10ア)・
 ph弓じtolaminehy(irochloride(1～5婿),phenoxybenzamine(1～5糊),pro-

 pran'・1。1hydr。ch1・ride(1～5解),孕cetylch・linehydr・chl・ride(1～

 10r),atropiれesuIfate(1～10r),DMPP(10～30r),hexamethoniumbro-

 mide(100～500r)である。

実 験 成 績

 1)tetr・・d・toxin:本剤の投与によりse皿inaiemission量は著明に減少し,

 ejaCU!ati・nと同一現象と考えられる後部尿道圧の律動的変動は完全に遮断された。

 2)a4,renerg土cdrugs:i)α一stimulantおよびbl。cker:α一stimulant

 (Phenylephrine,methoxamine)の投与によりseminalem1ssion量は確実に

 増加し後部尿道圧の律覇が誘発された。α一blocker(phent・1amine,phen・xyben-

 zamine)の投与により後部尿道圧曲線の上昇はみられずまた後部尿道圧の律動は完全に遮断さ

 れた。この際se皿inalemissi・n量は激減した。ii)β一st三mu}antおよびb1。cker
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 iS・pr。teren・iの投与により後部尿道圧は対照例より急綾に上昇し編しかしSeminai

 emlSSDn量は不変であった。後部尿道圧の律動は正常に出現し編また本剤は後部尿道圧の

 律動を誘発しなかった。pr・pran・1・iの投与により後部尿道圧曲線は影響されなかった。ま

 た後部尿道圧の律動を抑制しなかった。semlna1emission量も変化を受けなかった。

 3)ch・1inergicdr皿gs:acetylcholineの投与により後部尿道圧曲線上一過性の

 上昇を認めたが,semi皿alemissiOn量は著明な変化を示さなかった。また多くの場合後部

 尿道圧の律動を誘発しなかったが,時には誘発することもあった。atr・pi。eはseminai

 emissi・n量を中等度に減少させた。また後部尿道圧曲線の上昇は起らなかった。後部尿道圧

 の律動に関してはそれを抑制する場合と,しない場合とがみられその影響は不定であった。

 4)gan91io・一stimulantおよびblocker:DMPPの投与によりseminaieml-

 ssi。n量の増加は極く僅かに認められた渉,対照例に比較して後部尿道圧曲線の上昇は特に影響

 を受けなかった。また後部尿道圧の律動を誘発しなかった。pbexamethoniumの投与により

 seminalemissi。n量は僅かながら減少した。後部尿道圧の律動に対しては今回の投与量

 では抑制する場合と,しない場合とがみられた。しかし本剤の投与後でも後部尿道圧曲線の上昇が

 みられ,後部尿道圧の律動が起つた。

結

論

 後部尿道圧曲線上,曲線の持続的上昇がsemEnalemissionに相当し,後部尿道圧の律

 動的変動がeiaculati・“に一致するものと考える。上述した一連の自律神経薬剤を投与する

 にあたってtetrod・t。xinを投与した場合,seminaIemissi。nならびにe3acu-

 iati。nがほy完全に抑制された事実より前述した射精のmeChanismが正常な神経機能に依

 存するものであることが明瞭であった。さらにganglion-stimulantおよびbIocker

 とsemエnaIemissiOnならびに後部尿道圧の律動との関係についての成績は,下腹神経の

 刺激部より末梢でsynapseを介する線維のあること3またejaculati・nに関してもsyna-

 pseを換える神経要素の存在を示唆するものである。β一s土imuIantは内圧の急上昇を起す

 が,β_stimulantおよびblockerは総体的にはseminaiemission,ejacula-

 tienとは関連が薄く,またacetylch・line,atroplnの効果は不定であることより,

 副交感神経系の影響も否定し得ないが,射精はseminalemissi・nに関してもejacula-

 ti・nに関しても交感神経系特にα一recept・rの関与が強いと結論し得た。
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 審査結果の要旨

 射精の脊髄中枢が下部胸髄～上部腰髄に存在するという推定は多くの学者によりなされており,

 また射精現象が正常な神経機能に依存されることも一般に認められているところである。

 しかしながら,射精のmechanismは精液の後部尿道への排出(seminalemlssion)

 と,後部尿道よりの射出(ejaculaHon)とに分けられるのであるが,これらの2現象に関与

 する大槽神経との関係を解明した報告はほとんどみられない。本研究はsemipalemissi一

 。nという2つの射精現象に対する種々の自律神経薬剤の影響を後部尿道圧曲線の記録ならびに精

 液量の増減の観察により検討を加えたものである。その結果,8emina玉emissi・nに関して

 は,アドレナリン作働性薬剤では,α一sti皿ubatおよびα一b1・ckerに対する反応が非常

 に強く示されβ一stlmdant,β一b1。ckerに対してほとんど反応がみられない成績が得ら

 れている。

 またコリン作働性薬剤に対しては軽度の反応を認めているが,α一s“mulant,α一b1・c-

 kerのような強い反応でなく,seminalemissl・nに関してはα一recept・rをもつア

 ドレナリン作働作神経の作用の方が優位にあるという考えが示されている。

 神経節刺激剤および遮断剤に対しては,極く僅かな反応を示すのみであり,下腹神経とtarget

 。rganとの間にsynapseを変える線維の存在はあきらかにされていない。

 一方ejaculati・nに関しては,今回は後部尿道圧の律動に対して,薬剤の誘発作用ならびに

 遮断作用を観察しているが,まずその誘発作用ではアドレナリン作働性薬剤のうちα一stimuia-

 ntおよびbl・ckerが強い反応を示したことより,ejaculati・nはα一adrenergic

 recept・rを介するmechanismが主役を演じていることを推定している。一方β一adfen-

 ergicrecept。rへの関与はほとんど示さず,ch。linergicrecept。rのejacula-

 tionへの関与も薄いことが示されている。

 以上の成績はseminalemissbnならびにejaculationは,ともにα一adrenerg-

 lc皿echanismが主に関与するとの報告であり,射精の研究という未開拓の分野に於ける画期的

 な業績と考えられる。

 したがって本論文は学位授与に値するものと思われる。
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